
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7月 19日（木）、最上総合支庁において、平成 30年度第 1回最上地域議員協議会が開催され、地域選出の 4名

の県議会議員の出席のもと、最上地域における課題や施策展開について調査・審議が行われました。 

 審議に先立ち、須藤勇司最上総合支庁長から、管内における景気・雇用情勢や農作物の生育状況、若者定着・

人材確保の取組み、観光振興の取組み、最上小国川流水型ダムの整備と流域振興等について説明が行われた後、

各議員から質疑・質問が行われ、自殺対策や水害対策、観光振興、結婚支援、通学路対策など、各分野にわたっ

て活発な意見交換が行われました。 

【質疑の主な内容】 

◇自殺対策について 

◇医薬分業について 

◇河川流下能力向上計画の進捗状況について 

◇ダムの緊急放流時における連絡体制等について 

◇国際定期チャーター便や外航クルーズ船酒田寄港 

を活かした観光振興について 

◇結婚支援について 

◇通学路の安全安心の確保について 

総務課 29-1211 
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7 月 3 日（火）、最上総合支庁において、様々な分野でご活躍いただいているこの地域の先輩方の知恵や知識を

県政に反映するため、「山形県知恵袋委員会（最上地域）」を開催しました。最上地域在住の委員 8 名と、須藤支

庁長をはじめ幹部 8名が出席し、「高齢者支援」、「克雪」をメインテーマに意見交換が行われました。 

いただきましたご意見、ご提言については、可能なものから順次今後の施策等に活かしてまいります。 

【主なご意見、ご提言】  

○高齢者が増えており、安心して通院や買い物に  

出かけられるよう交通支援策を充実していくべき 

○市町村の高齢者世帯等に対する雪下ろしや除排雪 

への支援制度に対して、県でも施策を補強すべき 

○若い人たちが良きパートナーと出会い、楽しく 

住みやすい地域をつくっていけるよう婚活事業に 

力を入れてほしい 

○現在検討されている道の駅設置に併せて、最上 

地域の 8市町村が一体となって魅力ある観光交流 

施設を造ってはどうか 

総務課 29-1210 

新庄まつりは 
8/24（金）～ 

8/26（日）です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 地域住民、新庄土地改良区、県、新庄市で構成する野中・中川原地区

イバラトミヨ保全協議会では、年に 4 回、新庄市立北辰小学校の 4 年生

を対象に「イバラトミヨ塾」という環境学習会を開催しています。 

7 月 20 日に開催した夏の塾では、小学校の近くを流れる指首野川の最

上流部や升形川との合流点（最下流部）を見学し、途中 3 箇所でイバラ

トミヨなどの生息状況を調査しました。 

 また、小学校の近くにある市指定天然記念物「谷地小屋大清水」を見

学し、自然を守るために何ができるのかみんなで考え、身近な自然への

理解を深めました。              農村計画課 29-1342 

 

6 月 28 日（木）、ヤマザワ新庄店において、最上地域産さくらんぼの品評会を開催しました。生産者の技術研鑽

と最上地域のさくらんぼＰＲにつなげようと、「最上さくらんぼブランド確立プロジェクト推進会議」（構成：最上

広域果樹振興協議会、新庄市果樹研究会、全農山形県本部最上地区センター、 

管内各農業協同組合、管内各市町村、山形県立農林大学校、最上総合支庁産業経 

済部）が主催し、本年度で 6回目の開催となります。 

 最上地域の生産者から、32点の「佐藤錦」の出品があり、厳正な審査が行わ 

れました。出品物は、着色や粒の大きさも良好で、平均糖度は 21.4度と高く、 

いずれもすばらしい仕上がりでした。品評会終了後の展示即売会には、甲乙 

つけがたい高品質さくらんぼが並び、心待ちにしていた多くの方が訪れて、完売と

なりました。 

               プロジェクト推進会議では、品評会の開催のほかに、品質向上に向けた技術の向 

上や、「紅秀峰」等の大玉果生産推進で、品質で評価されるもがみのさくらんぼ産 

地を目指して活動しています。           農業技術普及課 29-1328 

 

水田の給排水装置をスマートフォンで遠隔操作し、水管理の労力を軽減することを目的に、舟形町沖の原地区

に実証圃を設置しています。 

7月 3日（火）、この圃場を会場に「スマート農業現地研修会」を開催しました。最上管内大規模稲作農家や関 

係機関等、約 40名が参加し、事業や実証圃の概要説明の後、遠隔

水管理システムの動作を実演しました。参加者は、実際にスマー

トフォンからの命令で水栓が動作するのを見て、改めて驚いてい

ました。質疑応答では、導入経費やメリット、運用していく上で

の課題など質問が多く出され、関心の高さが分かりました。 

本年は、このシステムによりどの程度労力が削減できるか、 

また産米の収量や品質が維持できるのか検証していきます。 

農業技術普及課 29-1330 

mogami ecopolis P.2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 9日（月）、県立新庄北高等学校を会場として、最上管内の高校生（参加者 93 名）を対象とした「医療福祉

座談会」を開催しました。今年度からは介護分野もコースに加え、希望職種ごとに「医師・薬剤師コース」「看護

師コース」「リハビリ職・技師コース」「介護福祉士コース」に分かれ、地域の医療機関等に勤務されている講師の

方々からの講話のほか、参加した高校生からの質問にもお答えしました。 

 参加した高校生からは、「仕事内容、やりがいを詳しく知ることができこの職に就きたいという気持ちが強まっ

た」「これからの進路に関するアドバイスがとても参考になった」といった感想が寄せられました。 

保健企画課 29-1256 

 

中学生を対象とした医療・福祉分野の「進路を考える学習会」を、7月 10日（火）に鮭川村立鮭川中学校（2年

生 30名）で、7月 17日（火）に新庄市立日新中学校（3年生 112名）で開催しました。 

 鮭川中学校では、看護師・理学療法士・介護福祉士の方々からの講話に加え、仕事内容の体験も行いました。日

新中学校では、医師・看護師・薬剤師・介護福祉士の方々から仕事内容・やりがい等の講話をしていただきました。

生徒の皆さんからは、「人に希望を与え、救うことのできるすばらしい職業だと思った」「講話を聞いて興味を持つ

ようになった」といった感想があり、医療・福祉分野への関心の高さを感じることができました。 

保健企画課 29-1256 

 

7月 24日（火）、新庄徳洲会病院の御協力をいただき、最上管内の高校生を対象とした「医療現場見学会」を開

催しました。今回は６名の高校生に参加いただき、総合支庁から医療の現状について説明した後、病院内（各病棟、

透析室、外来、救急外来、リハビリテーション室など）の見学を行いました。 

 また、見学後に先輩看護師の指導のもと、血圧計、聴診器等を用いた実技の体験も実施しました。 

 今年度は 10月 20日（土）にも開催を予定しています。今回参加できなかった高校生で医療の仕事に興味のある

方は、ぜひ御参加ください！                            保健企画課 29-1256 
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6 月 28 日（木）、県立新庄北高等学校最上校において、全校生

64名が、地元企業で働く卒業生から話を聞く特別授業を開催しま

した。地元で暮らすことのイメージ醸成を図ることを目的に企画

したもので、製造業・福祉・農業・教育で働く 6人の卒業生が、

今の業務内容や入社のきっかけ、地元就職のメリット・デメリッ

ト、高校時代にしておいてよかったことなどを語りました。 

 生徒との質疑応答も活発に行われ、生徒からは、「自分も働 

きたくなった」「高校生活でやっておいたほうがいいことを学べ

た」などの声が聞かれ、卒業後のイメージもわかせてました。                               

地域産業経済課 29-1309 

 

 

 7 月 16 日（月・祝）に新庄市民

プラザにて、フラダンスインストラ

クター・モデルの田中惠さんを講師

に、輝く美の秘訣と一歩を踏み出す

「立ち姿・ウォーキング」を学ぶ講 

座を開催しました。女性活躍のために一歩を踏み出す気運醸成のた

めに実施したものです。参加者からは、「心の在り方が、外見にも

反映されることが分かった。自分も前向きに感じ取り生きたい。」、

「『迷いや悩みは悪いことではない』の言葉が、今の私に響きまし

た。」、「笑うことを意識しようと思えた。」などの意見がありました。 

子ども家庭支援課 29-1245 

 

 7月 20日（金）、新庄市民プラザにおいて、若手・中堅の女性社員を対象に仕事への意欲向上やスキルアップを

図る連続講座の第１回を開催しました。講座では、29名の女性社員が参加し、「新しい自分発見！強みを活かして

イキイキ働こう」をテーマに、これまでの自分をふりかえり、仕事に対して自分が大切にしたい価値観に気づく 

グループワークを行いました。 

 終始和気あいあいとした雰囲気で、参加者からは「自分

で意識していない強みに気づけた」「自分自身をふりかえ

る機会がこれまでなかったので、過去のこと、未来のこと

を考える良いきっかけになった」といった前向きな感想が

多数寄せられました。9、10 月の第 2，第 3 回講座ではコ

ミュニケーション力向上や、先輩女性管理職との交流を予

定しています。       地域産業経済課 29-1309 
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 6月 30日（土）に、ゆめりあ「花と緑の交流広場」で、最上地

域みんなで子育て応援団事業～ｍｏｃｏマルシェ～を開催し、約

170 名の親子の参加がありました。最上地域のキャラクターとふ

れあうイベントや、おはなし会・アニメのキャラクターを作る折

り紙やこまを作る体験コーナーなどで楽しみました。 

 「最上からアフリカに運動靴を送ろうプロジェクト」では、

27足の運動靴が集まりました。 

子ども家庭支援課 29-1245 

 

7 月 8 日（日）に最上広域交流センターゆめりあにおいて、「もがみの省エネルギー住宅・再生可能エネルギー

導入促進セミナー」を開催しました。 

秋田県立大学の長谷川兼一教授からは「やまがたの健康・省エネ住宅」と題

してご講演をいただき、断熱リフォームの実例についての紹介や、健康に住む

ための高断熱化の意義などについて説明をいただきました。 

また、金山町の笹原昌治氏から「家庭における太陽光発電と電気自動車の活

用例」について、環境ネットやまがたの二藤部真澄氏から「やまがたエコハウ

ス」についてそれぞれ事例発表していただきました。 

 参加者からは、「住宅は寒いことが当たり前だと思っていた。健康管理と住宅

づくりが一体であることの認識が深められた。」などの意見がありました。 

        環境課 29-1285 

 

 県（県土整備部）では、住宅の新築又は中古住宅の購入の際、住宅ローンの利子の一部を支援する「山形の家づ

くり利子補給制度」を実施しておりますが、本年 9月から、より使いやすく見直した新しい制度を実施します。 

〈新しい制度のポイント〉 

●対象となる住宅ローンを拡大（新たに変動金利等のローンを対象とし、借入金額の上限を廃止しました。） 

●取扱金融機関を追加（モーゲージバンク※のフラット３５も利用できるようになります。） 

 ※フラット３５を中心とした住宅ローン専門の金融機関であり、知事が別に定める機関に限ります。 

●対象となる住宅の追加（以下の住宅タイプが新たに対象に加わります。） 

  ・寒さ対策・断熱化型  ・子育て支援型（一般） ・耐震建替型 

※制度の詳細は山形県住宅情報総合サイト「タテッカーナ」でご確認ください。 

http://www.pref.yamagata.jp/tatekkana/support/shien/rishihokyu-kouki.html         建築課 29-1420 
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皆さんに新庄まつりをより楽しんでもらうため、山車制作体験の募集、美食弁当の販売を行

います。また、まつり会場では、最上地域の美食（味覚・食材）を集めた美食広場を開催しま

す。詳しくは、最上地域観光協議会ホームページ（http://kanko-mogami.jp/）をご参照願い

ます。 

○山車制作体験 日時：8月 4日（土）午後 5時新庄駅集合・解散 料金：2,000円 ※事前申込みが必要 

○美食弁当  販売期間：8月 24日（金）～26日（日） 価格：1,500円 ※事前予約が必要 

○美食広場  日時：8月 24日（金）午後 1時～午後 9時、25日（土）午前 9時～午後 3時 

 場所：きらやか銀行駐車場                     観光振興室 29-1312 

 

 

新庄まつりにおける「おむつ交換スペース」として、

下記のとおり開放します。御自由に御利用ください。 

◆日時 ８月24日（金）17:00～20:30 

     ８月25日（土） 9:00～20:30 

     ８月26日（日） 9:00～17:00 

◆場所 moco’s room（スタイルハート１階） 

    新庄市本町１－７ 

◆利用料 無料   子ども家庭支援課 29-1245 

SHINJO・MOGAMI ジモト大学の開校について 

 最上管内の高校生と地域の大人の対話の場として

ジモト大学２年目が開校します。今年度は高校生が

旅立つ前に学んでおきたい 21 の魅力的なプログラ

ムが勢ぞろい！高校生を子に持つ親御さんは、参加

した後の子供の成長に驚くこと間違いなし！積極的

な参加、申込みをお待ちしています。 

連携支援室 29-1238 

白糸の滝ナイトクルーズ 

日本の滝百選のひとつ「白糸の滝」では、金・土・

祝前日やお盆などに日没から午後 10 時までライト

アップを始めました。8月 25日までの毎週土曜日に

は、ライトアップされた白糸の滝を特別船で楽しむ

ことができますよ。（前日午後１時 

まで要予約。料金などのお問い合わ 

せ：最上峡芭蕉ライン観光㈱）   

  観光振興室 29-1312 

陸羽東線・陸羽西線沿線スタンプラリー 
（7/20～9/10） 

 この夏、陸羽東線・陸羽西線沿線で列車の旅はい 

かが？対象駅（新庄駅・古口駅・余目駅・酒田駅な

ど 9駅）でスタンプラリー台紙をもら 

い、4駅以上のスタンプをゲットしよ 

う!!専用のはがきで、応募すると、 

抽選で沿線地域の特産品が当たるよ!! 

        観光振興室 29-1312 

≪平成３０年８月最上管内献血日程≫ 

8月 5日（日）マックスバリュ新庄店 

8月 27 日(月) 消防本部・新庄徳洲会病院 

8月 28 日(火) 消防本部・最上総合支庁 

8月 27日は骨髄バンクドナー登録会も同時開催しま

す。詳細な時間等は保健企画課へお問い合わせくだ

さい。皆様のご協力をお願いします！ 

保健企画課 29-1258 

第４回県立新庄病院健康まつり 
「仁・愛・和～ めざせ健康 100 歳!! 見つめよう自分のからだ～」  

【日時】平成 30年 9月 9日（日）10:00～13:00 

【場所】県立新庄病院 

【内容】まちの保健室、血管年齢測定、ちびっこﾄﾞ

ｸﾀｰ・ﾅｰｽ体験、おもしろＣＴ・透析体験など、体験

型イベントが多数あります。ぜひご参加ください！ 

 保健企画課 29-1256 

発行日：平成３０年 月１日 

発行元：山形県最上総合支庁総務企画部総務課総合案内窓口 

電話：0233－29－1360   FAX：0233－23－2605 

HP（http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/mogami/314001/eco-polis.html)  もがみるくん 

Ｔｗｉｔｔｅｒ 
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最上地域 
観光協議会 

http://kanko-mogami.jp/
http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/mogami/314001/eco-polis.html

